
                                  

別紙様式４（その３） 

抽 出 事 案 説 明 書 

（担当部局名：盛岡広域振興局土木部） 

入 札 方 式  随意契約方式 

工 事 名 山岸一丁目地区急傾斜地崩壊対策（その２）工事 

工 事 種 別 のり面処理工事 

工 事 概 要 
施工延長 153ｍ 鉄筋挿入工 603本 受圧板設置工 603箇所  

頭部締付工 603箇所 中抜け防止落石防止網工 190㎡ 

随 意 契 約 

の 理 由 

 本工事は、令和２年度発注(現在施行中)の「山岸一丁目地区急傾斜地崩壊対策

工事」に引き続き地山補強土工（プレストネット工法）を施工するものであり、

土砂災害危険箇所である当該急傾斜地を安定させるため早期の完成が求められ

ている。 

 しかし、施工場所は住宅密集地で道路幅が狭く迂回路及び旋回場所のない現場

であり、仮設工設置及び資材置き場は限られたスペースしか利用することができ

ない。また、全面通行止めは不可能なため、短時間での通行規制を行いながら施

工する必要があり、他の者が施行すると出会い丁場となり、現場が錯綜し工事の

円滑な進捗及び安全管理に支障をきたすとともに、工事の責任関係が不明確にな

るおそれがあり２社での施工は困難である。 

 下記選定業者に随意契約することによって、現工事と並行して施工できること

から、１.５ヶ月程度の工期短縮が図られる。 

 以上の理由により、競争入札に付することは不利であり、下記選定業者と随意

契約を行うことが得策と認められるもの。 

 

契 約 金 額 
112,200,000円 

（うち取引に係る消費税額及び地方消費税額 10,200,000円） 

そ の 他 

山岸一丁目地区急傾斜地崩壊対策工事 

 受 注 者：丹内建設株式会社 

 請 負 額：190,876,400円 

 工 期：R2.10.28～R3.12.28 

 工事内容：施工延長 153ｍ 

      鉄筋挿入工 695本 受圧板設置工 695箇所  

頭部締付工 695箇所 特殊伐採１式 
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様式第２号(第５第２項関係) 

随 意 契 約 理 由 書 

工事名:山岸一丁目地区急傾斜地崩壊対策(その 2)工事 

根 拠 規 定 等 ・地方自治法施行令第 167 条の２第 1 項第 6 号 

 「競争入札に付することが不利と認められる場合」 

 

 

随意契約理由  本工事は、令和２年度発注(現在施行中)の「山岸一丁目地区急傾斜地崩壊対策

工事」に引き続き地山補強土工（プレストネット工法）を施工するものであり、

土砂災害危険箇所である当該急傾斜地を安定させるため早期の完成が求められ

ている。 

 しかし、施工場所は住宅密集地で道路幅が狭く迂回路及び旋回場所のない現場

であり、仮設工設置及び資材置き場は限られたスペースしか利用することができ

ない。また、全面通行止めは不可能なため、短時間での通行規制を行いながら施

工する必要があり、他の者が施行すると出会い丁場となり、現場が錯綜し工事の

円滑な進捗及び安全管理に支障をきたすとともに、工事の責任関係が不明確にな

るおそれがあり２社での施工は困難である。 

 下記選定業者に随意契約することによって、現工事と並行して施工できること

から、１.５ヶ月程度の工期短縮が図られる。 

 以上の理由により、競争入札に付することは不利であり、下記選定業者と随意

契約を行うことが得策と認められる。 

 

 

 

選 定 業 者 丹内建設株式会社 

選 定 理 由  上記選定業者は、現在施工中である以下工事の受注者であり、現地に精通して

おり、また今回の山岸一丁目地区急傾斜地崩壊対策(その 2)工事の施工方法を熟

知している。 

 

業務名：令和２年度 山岸一丁目地区急傾斜地崩壊対策工事 

注）随意契約理由及び選定理由は、その理由を具体的に記入すること。 
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